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1.  平成21年3月期第2四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第2四半期 41,103 ― 5,941 ― 5,796 ― 3,410 ―

20年3月期第2四半期 39,523 4.4 5,339 28.0 5,092 28.8 2,823 10.2

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益

円 銭 円 銭

21年3月期第2四半期 33.67 ―

20年3月期第2四半期 26.42 26.16

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第2四半期 93,416 58,473 62.6 581.10
20年3月期 93,856 57,447 61.2 567.02

（参考） 自己資本   21年3月期第2四半期  58,473百万円 20年3月期  57,447百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― 10.00 ― 10.00 20.00
21年3月期 ― 13.00 ――― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― ――― ― 13.00 26.00

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 83,500 4.5 10,500 6.7 10,100 8.0 6,100 19.5 60.62

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

（注）詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧下さい。  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧下さい。  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、業況の変化等によ
り、上記予想数値と異なる場合があります。 
２．当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14
号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。  

新規 ― 社 （社名 ） 除外 ― 社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第2四半期  101,879,461株 20年3月期  114,879,461株

② 期末自己株式数 21年3月期第2四半期  1,254,334株 20年3月期  13,564,112株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第2四半期  101,293,180株 20年3月期第2四半期  106,880,693株
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【定性的情報・財務諸表等】 

１．連結経営成績に関する定性的情報 

医薬品業界を取り巻く環境は、後発品の使用促進などの医療費抑制策が浸透するなかで、本年４月には薬価改

定が実施され、引き続き厳しい状況にあります。 

このような状況の下、当社グループは医療現場のニーズに即した付加価値の高い情報提供活動による地域密着

型の営業展開につとめてまいりました。 

その結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高 41,103 百万円（対前年同期比 4.0％増）となりました。

利益面につきましては、売上が伸長したことにより、薬価改定の影響を吸収し、また、販売費及び一般管理費が前

年同期に比べて減少したことにより、営業利益は 5,941 百万円（対前年同期比 11.3％増）、経常利益は 5,796 百万

円（対前年同期比 13.8％増）となりました。特別損益も改善され、その結果、四半期純利益は 3,410 百万円（対前年

同期比 20.8％増）となりました。 

 

   事業の種類別セグメントの業績は、次のとおりであります。 

(1)薬業 

医薬品につきましては、主力品の関節機能改善剤「アルツ」が引き続き売上を伸ばし、医療機器の癒着防止吸

収性バリア「セプラフィルム」も伸長しました。創傷治癒促進剤「フィブラストスプレー」、高脂血症治療剤「リピディル」、

後発医薬品も売上を伸ばしましたが、慢性動脈閉塞症治療剤「プロサイリン」、鎮痛消炎貼付剤「アドフィード等」は

減収となりました。 

農業薬品につきましては、果樹・野菜・芝用殺菌剤「ポリオキシン」、水稲用除草剤「ペントキサゾン」は増収となり

ましたが、飼料添加物「サリノマイシン」、「コリスチン」は減収となりました。 

その結果、売上高は 39,866 百万円(対前年同期比 4.0％増)、営業利益は 5,204 百万円(対前年同期比 11.9％

増)となりました。 

なお、海外売上高は 1,937 百万円であります。 

(2)不動産事業 

文京グリーンコートの地代が主たる収入である不動産事業につきましては、文京グリーンコート内にスポーツ施設

が完成したことにより増収となりました。 

その結果、売上高は 1,236 百万円(対前年同期比 3.8％増)、営業利益は 737 百万円(対前年同期比 6.9％増)と

なりました。 

       ※なお、本項における対前年同期比増減率は参考情報として記載しております。 

 

２．連結財政状態に関する定性的情報 

    (1)資産、負債、純資産の状況 

当第２四半期連結会計期間末における総資産は 93,416 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 440 百万円の 

減少となりました。これは主に、投資有価証券の減少によるものであります。 

負債は 34,942 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 1,465 百万円の減少となりました。これは主に、借入金 

の減少によるものであります。 

また、純資産は 58,473 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 1,025 百万円の増加となりました。これは主に、 

利益剰余金の増加によるものであります。 

自己資本比率は、62.6％（前連結会計年度末 61.2％）となりました。 
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(2)連結キャッシュ・フローの状況 

         当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下、資金という。）は、前連結会計年度末に比 

べ 515 百万円増加し、当第２四半期連結会計期間末には、12,902 百万円となりました。 

      （営業活動によるキャッシュ・フロー） 

         当第２四半期連結累計期間における営業活動による資金の増加は 4,907 百万円となりました。 これは主に、 

税金等調整前四半期純利益によるものであります。 

      （投資活動によるキャッシュ・フロー） 

         当第２四半期連結累計期間における投資活動による資金の減少は 1,564 百万円となりました。これは主に、有 

形固定資産の取得による支出によるものであります。 

      （財務活動によるキャッシュ・フロー） 

         当第２四半期連結累計期間における財務活動による資金の減少は 2,827 百万円となりました。これは主に、借

入金の返済、配当金の支払によるものであります。 

 

３．連結業績予想に関する定性的情報 

     平成 20 年 9 月 29 日に発表いたしました業績予想は変更しておりません。 

            

４．その他 

(1)期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

該当事項はありません。 

(2)簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

①簡便な会計処理 

（固定資産の減価償却費の算定方法） 

  定率法を採用している資産につきましては、当連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方 

法によっております。 

②四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

（税金費用の計算） 

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積もり、税引前四 

半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。 

なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。 

(3)四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法の変更 

（会計基準等の改正に伴う変更） 

当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関 

する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 14 号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表 

規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 
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５．四半期連結財務諸表

(1)四半期連結貸借対照表

（単位：百万円）

前連結会計年度末に係る

要約連結貸借対照表
（平成20年３月31日）

流動資産

現金及び預金 8,303 8,288

受取手形及び売掛金 27,254 28,043

有価証券 4,598 4,097

商品及び製品 4,832 4,599

仕掛品 1,700 1,692

原材料及び貯蔵品 3,457 3,646

その他 3,129 2,841

貸倒引当金 △ 7 △ 6

流動資産合計 53,269 53,203

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 18,473 18,227

その他 6,942 6,924

有形固定資産合計 25,416 25,151

無形固定資産 473 495

投資その他の資産

投資有価証券 6,556 7,733

その他 7,702 7,274

貸倒引当金 △ 0 △ 0

投資その他の資産合計 14,257 15,007

固定資産合計 40,147 40,653

資産合計 93,416 93,856

当第２四半期連結会計期間末
（平成20年９月30日）

資産の部
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（単位：百万円）

前連結会計年度末に係る

要約連結貸借対照表
（平成20年３月31日）

流動負債

支払手形及び買掛金 12,712 13,380

短期借入金 7,210 5,380

１年内返済予定の長期借入金 ― 3,000

未払法人税等 2,471 2,092

引当金

賞与引当金 1,112 1,155

その他の引当金 488 543

その他 4,573 4,730

流動負債合計 28,568 30,282

固定負債

引当金

退職給付引当金 5,398 5,100

その他の引当金 329 303

その他 646 722

固定負債合計 6,374 6,125

負債合計 34,942 36,408

純資産の部

株主資本

資本金 23,853 23,853

資本剰余金 11,587 22,727

利益剰余金 23,838 21,440

自己株式 △ 1,123 △ 11,618

株主資本合計 58,156 56,403

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 327 1,045

繰延ヘッジ損益 △ 10 △ 0

評価・換算差額等合計 317 1,044

純資産合計 58,473 57,447

負債純資産合計 93,416 93,856

当第２四半期連結会計期間末
（平成20年９月30日）

負債の部
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(2)四半期連結損益計算書

（第２四半期連結累計期間）

（単位：百万円）

当第２四半期連結累計期間

       　(自　平成20年４月１日
 　       至　平成20年９月30日）

売上高 41,103

売上原価 21,058

売上総利益 20,045

販売費及び一般管理費

販売促進費 720

給料 3,840

賞与 10

賞与引当金繰入額 713

福利厚生費 589

退職給付費用 516

賃借料 836

旅費及び交通費 754

研究開発費 3,477

その他 2,643

販売費及び一般管理費合計 14,103

営業利益 5,941

営業外収益

受取利息 25

受取配当金 73

受取保険金 51

その他 59

営業外収益合計 210

営業外費用

支払利息 76

262

その他 16

営業外費用合計 355

経常利益 5,796

特別利益

投資有価証券売却益 32

その他 0

特別利益合計 33

特別損失

固定資産除却損 42

ゴルフ会員権評価損 21

その他 5

特別損失合計 69

税金等調整前四半期純利益 5,760

法人税等 2,349

四半期純利益 3,410

退職給付会計基準変更時差異の処理額
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(3)四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円）

当第２四半期連結累計期間

 　       (自　平成20年４月１日

 　        至　平成20年９月30日）

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 5,760

減価償却費 1,133

長期前払費用償却額 71

退職給付引当金の増減額（△は減少） 279

受取利息及び受取配当金 △ 99

支払利息 76

ゴルフ会員権評価損 21

投資有価証券売却損益（△は益） △ 32

有形固定資産除却損 42

売上債権の増減額(△は増加） 788

たな卸資産の増減額（△は増加） △ 51

仕入債務の増減額（△は減少） △ 668

未払消費税等の増減額（△は減少） 106

その他 △ 631

小計 6,796

利息及び配当金の受取額 99

利息の支払額 △ 72

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △ 1,915

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,907

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △ 1,479

無形固定資産の取得による支出 △ 72

投資有価証券の取得による支出 △ 187

投資有価証券の売却による収入 187

長期前払費用の取得による支出 △ 15

その他 2

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 1,564

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 1,830

長期借入金の返済による支出 △ 3,000

自己株式の純増減額（△は増加） △ 644

配当金の支払額 △ 1,012

財務活動によるキャッシュ・フロー △ 2,827

現金及び現金同等物に係る換算差額 ―

515

現金及び現金同等物の期首残高 12,386

現金及び現金同等物の四半期末残高 12,902

現金及び現金同等物の増減額(△は減少)
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(4) 継続企業の前提に関する注記

       該当事項はありません。

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

   当第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日）

    売上高

（１） 39,866 1,236 41,103 ― 41,103

（２） ― 153 153 ( 153 ) ―

計 39,866 1,389 41,256 ( 153 ) 41,103

　　営業利益 5,204 737 5,941 ― 5,941

（注） １ 事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２ 各事業の主要製品又は内容

【所在地別セグメント情報】

【海外売上高】

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

　　①資本準備金の減少及びその他資本剰余金の増加

　　②自己株式の消却

　　③自己株式の取得

当社は、平成20年8月29日付で、平成20年5月12日の取締役会決議に基づき、その他資本剰余金を原資とし
て自己株式11,141百万円の消却をいたしました。

当社は、平成20年8月27日の取締役会決議に基づき、平成20年9月30日までに市場から自己株式572百万円
を取得いたしました。

　以上の結果、当第2四半期連結会計期間末において、資本剰余金が11,587百万円、自己株式が1,123百万
円となっております。

セグメント間の内部売上高又は振替高

   薬業………………医薬品、農業薬品
   不動産事業………不動産賃貸、ビルメンテナンス他

当社は、平成20年8月1日付で、平成20年6月27日開催の定時株主総会決議に基づき、資本準備金を11,141
百万円減少し、その他資本剰余金を同額増加いたしました。

　 海外売上高が連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。

 　本邦以外の国又は地域に所在する支店及び連結子会社はありません。

　 当第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日）

計

（百万円）

消去又は全社

（百万円）

　 当第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日）

外部顧客に対する売上高

   当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第１２号）及び「四半期財務諸表に関
する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規
則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。

（百万円）

連結薬業

（百万円）

不動産事業

（百万円）
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「参考資料」

（1）（要約）前中間連結損益計算書

（単位：百万円）

  　       (自　平成19年４月１日
         　 至　平成19年９月30日）

Ⅰ 39,523

Ⅱ 19,950

19,572

5

19,578

Ⅲ 14,238

5,339

Ⅳ 営業外収益 151

１ 受取利息及び配当金 88

２ その他 63

Ⅴ 営業外費用 398

１ 支払利息 71

２ 退職給付会計変更時差異償却額 262

３ その他 65

5,092

Ⅵ 特別利益 496

Ⅶ 特別損失 873

4,715

1,892

2,823

売上高

科  目

前中間連結会計期間

金   額

売上原価

売上総利益

返品調整引当金戻入額

差引売上総利益

販売費及び一般管理費

経常利益

営業利益

中間純利益

税金等調整前中間純利益

法人税等
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（2）前中間連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円）

           (自　平成19年４月１日

            至　平成19年９月30日）

金 額

Ⅰ．営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益 4,715

減価償却費 1,070

長期前払費用の償却額 230

退職給付引当金の増減（減少：△） △ 97

受取利息及び受取配当金 △ 88

支払利息 71

投資有価証券売却益 △ 48

固定資産除却損 54

固定資産売却損益（益：△） △ 448

売上債権の増減額（増加：△） 1,092

たな卸資産の増減額(増加：△） △ 487

仕入債務の増減額（減少：△） △ 117

未払金の増減額（減少：△） 361

未払消費税等の増減額（減少：△） △ 1

その他 △ 160

　　　　小　計 6,148

利息及び配当金の受取額 84

利息の支払額 △ 70

法人税等の支払額 △ 2,556

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,606

Ⅱ．投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △ 1

投資有価証券の売却による収入 348

有形固定資産の取得による支出 △ 926

有形固定資産の売却による収入 524

無形固定資産の取得による支出 △ 127

長期前払費用にかかる支出 △ 197

その他 67

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 313

Ⅲ．財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得・売却による純支出 △ 1,897

親会社による配当金の支払額 △ 905

財務活動によるキャッシュ・フロー △ 2,803

Ⅳ．現金及び現金同等物に係る換算差額 ―

Ⅴ．現金及び現金同等物の増減額(減少：△) 489

Ⅵ．現金及び現金同等物の期首残高 11,914

Ⅶ．現金及び現金同等物の中間期末残高 12,403

区    分

前中間連結会計期間
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(3)セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

   前中間連結会計期間（自　平成19年４月１日　至　平成19年９月30日）

（単位：百万円）

    売     上     高

（１） 38,332 1,191 39,523 ― 39,523

（２） ― 152 152 ( 152 ) ―

計 38,332 1,343 39,676 ( 152 ) 39,523

営 業 利 益 4,649 689 5,339 ― 5,339

（注） １． 事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２． 各事業の主要製品又は内容

【所在地別セグメント情報】

   前中間連結会計期間（自　平成19年４月１日　至　平成19年９月30日）

【海外売上高】

   前中間連結会計期間（自　平成19年４月１日　至　平成19年９月30日）

   不動産事業………不動産賃貸、ビルメンテナンス他
   薬業………………医薬品、農業薬品

   海外売上高が連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。

   本邦以外の国又は地域に所在する支店及び連結子会社はありません。

計 消去又は全社 連 結

セグメント間の内部売上高又は振替高

外 部 顧 客 に 対 す る 売 上 高

薬 業 不動産事業
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